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(57)【要約】
【課題】　表示品位に優れた液晶表示装置、液晶表示装
置の駆動方法及び駆動処理装置を提供する。
【解決手段】　液晶表示装置は、液晶表示パネルと、駆
動部と、処理部と、を備える。駆動部は、液晶表示パネ
ルの画素に含まれる画素電極を駆動する。処理部は、画
素の階調値が変化する場合に、上記階調値に基づく電圧
と補償電圧とを加算した加算画像信号に基づいた補正画
像信号を上記駆動部に与える。上記補償電圧は、上記階
調値が変化する前後の画素容量値と、上記階調値が変化
した後の電圧値とに基づいている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素電極を含む画素を有し、前記画素の階調値が変化する液晶表示パネルと、
　前記画素電極を駆動する駆動部と、
　前記階調値が変化する場合に、前記階調値に基づく電圧と補償電圧とを加算した加算画
像信号に基づいた補正画像信号を前記駆動部に与える処理部と、を備え、
　前記補償電圧は、前記階調値が変化する前後の画素容量値と、前記階調値が変化した後
の電圧値とに基づいている
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記処理部は、第２階調値を有する第２画像信号を受取る直前に第１階調値を有する第
１画像信号を受取り、前記第２階調値が前記第１階調値から変化しない場合に前記第２画
像信号を前記駆動部に与え、前記第２階調値が前記第１階調値から変化する場合に前記第
２画像信号に前記補償電圧を加算した前記加算画像信号に基づいた前記補正画像信号を前
記駆動部に与え、
　前記補償電圧は、前記第１画像信号が前記画素電極に書込まれる第１書込み期間に前記
画素電極に結合される第１画素容量値と、前記補正画像信号が前記画素電極に書込まれる
第２書込み期間に前記画素電極に結合される第２画素容量値と、前記第２画像信号の電圧
値と、に基づいている
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記駆動部は、第１駆動周波数で前記画素電極を駆動する第１モードと、前記第１駆動
周波数より低い第２駆動周波数で前記画素電極を駆動する第２モードと、に切替えて駆動
し、
　前記処理部は、前記第２階調値が前記第１階調値から変化し前記駆動部が前記第１モー
ドに切替えられている場合に前記第２画像信号に前記補償電圧を加算する処理を行わずに
前記第２画像信号を前記駆動部に与え、前記第２階調値が前記第１階調値から変化し前記
駆動部が前記第２モードに切替えられている場合に前記第２画像信号に前記補償電圧を加
算する処理を行い前記補正画像信号を前記駆動部に与える
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記駆動部は、
　前記第１書込み期間に、前記第１画像信号を前記画素電極に書込み、
　前記第１書込み期間の後であって前記第１書込み期間より長い第１休止期間に、前記画
素電極の駆動を休止し、
　前記第１休止期間の後の前記第２書込み期間に前記補正画像信号を前記画素電極に書込
み、
　前記第２書込み期間の後であって前記第２書込み期間より長い第２休止期間に、前記画
素電極の駆動を休止する、
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記処理部に入力される画像信号の階調値を記憶する第１記憶部をさらに備え、
　前記処理部は、前記第２階調値が前記第１階調値から変化しているかどうかを判断する
場合、入力される前記第２画像信号の前記第２階調値を、前記第１記憶部に記憶された前
記第１階調値と比較する、
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記補正画像信号の電圧値は前記加算画像信号の電圧値と同一である、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
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　画像信号の複数の階調値と複数の電圧値とが一対一で対応した情報を含む第１テーブル
を有する第２記憶部をさらに備え、
　前記処理部は、前記第１テーブルに含まれた電圧値のうち、前記加算画像信号の電圧値
に絶対値が最も近い値を、前記補正画像信号の電圧値とする、
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記駆動部は、極性反転駆動を行い、
　前記第２画像信号の極性は、前記第１画像信号の極性と逆であり、
　前記第１テーブルの含む前記複数の電圧値のうち、前記加算画像信号の電圧値に最も近
い電圧値を有する適合画像信号が最大の電圧値又は最小の電圧値を有し、
　前記処理部は、
　前記加算画像信号の電圧値が前記最大の電圧値を有する前記適合画像信号の電圧値を上
回る場合、前記最大の電圧値と同一の電圧値を有する前記補正画像信号を前記駆動部に与
え、
　前記加算画像信号の電圧値が前記最小の電圧値を有する前記適合画像信号の電圧値を下
回る場合、前記最小の電圧値と同一の電圧値を有する前記補正画像信号を前記駆動部に与
える、
　請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　画像信号の複数の階調値と複数の電圧値とが一対一で対応した情報を含む第１テーブル
を有する第２記憶部をさらに備え、
　前記処理部は、前記加算画像信号の電圧値のうち、前記第１テーブルに含まれた電圧値
のうち、電圧値の絶対値が小さい値であり、かつ前記加算画像信号の電圧値に最も近い値
を、前記補正画像信号の電圧値とする
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　画像信号の複数の階調値と複数の電圧値とが一対一で対応した情報を含む第１テーブル
と、前記画像信号の複数の電圧値に一対一で対応した複数の画素容量値の情報を含む第２
テーブルと、を有する第２記憶部をさらに備え、
　前記第１画素容量値をＣｐｉｘ（Ｌ１）、
　前記第２画素容量値をＣｐｉｘ（Ｌ２）、
　前記第２画像信号の電圧値をＶｓｉｇ（Ｌ２）、
　前記補償電圧をΔＶｓｉｇ（Ｌ２）、とすると、
　ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝｛（Ｃｐｉｘ（Ｌ２）－Ｃｐｉｘ（Ｌ１））／Ｃｐｉｘ（Ｌ１）
｝×Ｖｓｉｇ（Ｌ２）であり、
　前記処理部は、前記第１テーブルと前記第２テーブルとを用いて前記補償電圧を算出す
る、
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　画像信号の複数の階調値と複数の電圧値とが一対一で対応した情報を含む第１テーブル
と、前記画像信号の複数の電圧値に一対一で対応した複数の液晶容量値の情報を含む第３
テーブルと、を有する第２記憶部をさらに備え、
　前記第１画素容量値のうち、前記第１書込み期間に前記画素電極に結合される第１液晶
容量値をＣｌｃ（Ｌ１）、
　前記第２画素容量値のうち、前記第２書込み期間に前記画素電極に結合される第２液晶
容量値をＣｌｃ（Ｌ２）、とすると、
　ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝｛（Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１））／Ｃｌｃ（Ｌ１）｝×Ｖ
ｓｉｇ（Ｌ２）であり、
　前記処理部は、前記第１テーブルと前記第３テーブルとを用いて前記補償電圧を算出す
る、
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　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第２記憶部は、前記第１画像信号の前記第１階調値と前記第２画像信号の前記第２
階調値との組合せに対応した｜Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１）｜の情報を含む第４テー
ブルをさらに有し、
　前記処理部は、前記第４テーブルを用いて（Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１））を導出
し、前記補償電圧を算出する、
　請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記補償電圧は、前記第１画像信号を前記画素電極に書込む際の駆動周波数に応じた電
圧値を有する、
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１画素容量値をＣｐｉｘ（Ｌ１）、
　前記第２画素容量値をＣｐｉｘ（Ｌ２）、
　前記第２画像信号の電圧値をＶｓｉｇ（Ｌ２）、
　前記第１画像信号を前記画素電極に書込む際の駆動周波数に応じた補正項をβ、
　前記補償電圧をΔＶｓｉｇ（Ｌ２）、とすると、
　ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝｛（Ｃｐｉｘ（Ｌ２）－Ｃｐｉｘ（Ｌ１））／Ｃｐｉｘ（Ｌ１）
｝×Ｖｓｉｇ（Ｌ２）＋βである、
　請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記補正項は、前記第１画像信号を前記画素電極に書込む際の駆動周波数の関数である
、
　請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　温度センサをさらに備え、
　前記補正項は、前記温度センサで検出した温度情報の関数である、
　請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記補正項は、
　前記第２画像信号の前記第２階調値が前記第１画像信号の前記第１階調値より大きい場
合に前記補償電圧の絶対値を増大させ、
　前記第２画像信号の前記第２階調値が前記第１画像信号の前記第１階調値より小さい場
合に前記補償電圧の絶対値を減少させる、
　請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記駆動部が前記第２モードに切替えられている場合において、
　前記処理部は、
　前記第１画像信号と前記第２画像信号との階調差が特定値以上であるかどうかを判断し
、
　前記特定値以上である場合に、前記補正画像信号を前記駆動部に与え、
　前記特定値未満である場合に、前記第２画像信号を前記駆動部に与える、
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　液晶表示パネルの画素の階調値が変化する場合に、前記階調値に基づく電圧と補償電圧
とを加算した加算画像信号に基づいた補正画像信号を生成し、
　前記補正画像信号を前記画素の画素電極に書込み、
　前記補償電圧は、前記階調値が変化する前後の画素容量値と、前記階調値が変化した後
の電圧値とに基づいている
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　液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　液晶表示パネルの画素の階調値が変化する場合に、前記階調値に基づく電圧と補償電圧
とを加算した加算画像信号に基づいた補正画像信号を生成する処理部と、
　前記補正画像信号を前記画素の画素電極に書込む駆動部と、を備え、
　前記補償電圧は、前記階調値が変化する前後の画素容量値と、前記階調値が変化した後
の電圧値とに基づいている
　駆動処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法及び駆動処理装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置は、アレイ基板と、対向基板と、これら両基板間に挟持された液
晶層と、アレイ基板及び対向基板のいずれか一方に形成されたカラーフィルタと、を有し
ている。アレイ基板と対向基板との間の隙間は、スペーサにより一定に保持されている。
液晶表示装置の表示方式としては、ＴＮ（Twisted Nematic）方式等の各種の方式が用い
られている。各画素は、薄膜トランジスタ（thin film transistor：ＴＦＴ）を有してい
る。
【０００３】
　液晶表示装置は、６０Ｈｚのフレームレートで駆動されることが多いが、フレームレー
トを低減することにより、低消費電力化を図ることができる。しかしながら、液晶の誘電
率異方性に起因する、数フレームにわたる応答が、フレームレートを低減すると残像とし
て視認される問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２６５２９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施形態は、表示品位に優れた液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法を提
供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態に係る液晶表示装置は、
　画素電極を含む画素を有し、前記画素の階調値が変化する画素液晶表示パネルと、
　異なる駆動周波数で前記画素電極を駆動する駆動部と、
　前記階調値が所定量以上変化する場合に、前記階調値に基づく電圧と補償電圧とを加算
した加算画像信号に基づいた補正画像信号を前記駆動部に与える処理部と、を備え、
　前記補償電圧は、前記階調値が所定数以上変化する前後の画素容量値と、前記階調値が
所定量以上変化した後の電圧値とに基づいている。
【０００７】
　また、一実施形態に係る液晶表示装置の駆動方法は、
　液晶表示パネルの画素の階調値が変化する場合に、前記階調値に基づく電圧と補償電圧
とを加算した加算画像信号に基づいた補正画像信号を生成し、
　前記補正画像信号を前記画素の画素電極に書込み、
　前記補償電圧は、前記階調値が変化する前後の画素容量値と、前記階調値が変化した後
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の電圧値とに基づいている。　
　また、一実施形態に係る駆動処理装置は、
　液晶表示パネルの画素の階調値が変化する場合に、前記階調値に基づく電圧と補償電圧
とを加算した加算画像信号に基づいた補正画像信号を生成する処理部と、
　前記補正画像信号を前記画素の画素電極に書込む駆動部と、を備え、
　前記補償電圧は、前記階調値が変化する前後の画素容量値と、前記階調値が変化した後
の電圧値とに基づいている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、一実施形態に係る液晶表示装置の構成を斜視図である。
【図２】図２は、図１に示した液晶表示パネルを示す断面図である。
【図３】図３は、上記液晶表示装置の構成を示す平面図である。
【図４】図４は、図３に示した画素を示す等価回路図である。
【図５】図５は、上記液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図６】図６は、各書込み期間に、画素電極に書込む信号の電圧値の絶対値を示すグラフ
であり、第２画像信号の電圧値の絶対値が第１画像信号の電圧値の絶対値より大きくなる
場合であり、かつ、補正項を考慮していない場合について示す図である。
【図７】図７は、各書込み期間に、画素電極に書込む信号の電圧値の絶対値を示すグラフ
であり、第２画像信号の電圧値の絶対値が第１画像信号の電圧値の絶対値より小さくなる
場合であり、かつ、補正項を考慮していない場合について示す図である。
【図８】図８は、各書込み期間に、画素電極に書込む信号の電圧値の絶対値を示すグラフ
であり、第２画像信号の電圧値の絶対値が第１画像信号の電圧値の絶対値より大きくなる
場合であり、かつ、補正項を考慮している場合について示す図である。
【図９】図９は、各書込み期間に、画素電極に書込む信号の電圧値の絶対値を示すグラフ
であり、第２画像信号の電圧値の絶対値が第１画像信号の電圧値の絶対値より小さくなる
場合であり、かつ、補正項を考慮している場合について示す図である。
【図１０】図１０は、上記液晶表示装置の駆動方法を説明するフローチャートであり、処
理部における処理の実施例１を示す図である。
【図１１】図１１は、上記液晶表示装置の駆動方法を説明するフローチャートであり、処
理部における処理の実施例２を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあく
まで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想到
し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説明
をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に表
される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。ま
た、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一の
符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１０】
　まず、一実施形態に係る液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法及び駆動処理装置につ
いて詳細に説明する。　
　図１は、液晶表示装置ＤＳＰの構成を示す斜視図である。本実施形態では、第１方向Ｘ
及び第２方向Ｙは、互いに直交しているが、９０°以外の角度で交差していてもよい。　
　図１に示すように、液晶表示装置ＤＳＰは、アクティブマトリックス型の液晶表示パネ
ルＰＮＬ、液晶表示パネルＰＮＬを駆動する駆動ＩＣ　３、液晶表示パネルＰＮＬを照明
するバックライトユニットＢＬ、制御モジュールＣＭ、フレキシブル基板１，２などを備
えている。
【００１１】
　液晶表示パネルＰＮＬは、アレイ基板ＡＲと、アレイ基板ＡＲに対向配置された対向基
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板ＣＴとを備えている。液晶表示パネルＰＮＬは、画像を表示する表示領域ＤＡと、表示
領域ＤＡを囲む額縁状の非表示領域ＮＤＡと、を備えている。液晶表示パネルＰＮＬは、
表示領域ＤＡにおいて第１方向Ｘ及び第２方向Ｙにマトリクス状に配列された複数の画素
ＰＸを備えている。
【００１２】
　バックライトユニットＢＬは、アレイ基板ＡＲの背面に配置されている。このようなバ
ックライトユニットＢＬとしては、種々の形態が適用可能であるが、詳細な構造について
は説明を省略する。駆動ＩＣ　３は、アレイ基板ＡＲに実装されている。フレキシブル基
板１は、液晶表示パネルＰＮＬと制御モジュールＣＭとを接続している。フレキシブル基
板２は、バックライトユニットＢＬと制御モジュールＣＭとを接続している。
【００１３】
　このような構成の液晶表示装置ＤＳＰは、バックライトユニットＢＬから液晶表示パネ
ルＰＮＬに入射する光を各画素ＰＸで選択的に透過することによって画像を表示する、い
わゆる透過型の液晶表示装置に相当する。但し、液晶表示装置ＤＳＰは、外部から液晶表
示パネルＰＮＬに向かって入射する外光を各画素ＰＸで選択的に反射することによって画
像を表示する反射型の液晶表示装置であってもよいし、透過型及び反射型の双方の機能を
備えた半透過型の液晶表示装置であってもよい。
【００１４】
　図２は、液晶表示パネルＰＮＬを示す断面図である。　
　図２に示すように、液晶表示パネルＰＮＬは、アレイ基板ＡＲ、対向基板ＣＴ、液晶層
ＬＱ、シール材ＳＥＡ、第１光学素子ＯＤ１、第２光学素子ＯＤ２などを備えている。ア
レイ基板ＡＲ及び対向基板ＣＴの一方にはカラーフィルタが設けられている。例えば、カ
ラーフィルタは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の着色層を含んでいる。
【００１５】
　シール材ＳＥＡは、非表示領域ＮＤＡに配置され、アレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとを
貼り合わせている。液晶層ＬＱは、アレイ基板ＡＲと対向基板ＣＴとの間に保持されてい
る。第１光学素子ＯＤ１は、アレイ基板ＡＲの液晶層ＬＱに接する面の反対側に配置され
ている。第２光学素子ＯＤ２は、対向基板ＣＴの液晶層ＬＱに接する面の反対側に配置さ
れている。第１光学素子ＯＤ１及び第２光学素子ＯＤ２は、それぞれ偏光板を備えている
。なお、第１光学素子ＯＤ１及び第２光学素子ＯＤ２は、位相差板などの他の光学素子を
含んでいてもよい。
【００１６】
　図３は、液晶表示装置ＤＳＰの構成を示す平面図である。　
　図３に示すように、液晶表示パネルＰＮＬは、走査線ＧＬ、信号線ＳＬ、画素スイッチ
ＳＷ、画素電極ＰＥ、共通電極（対向電極）ＣＯＭ、走査線駆動回路ＧＤなどを有してい
る。これらのうち、走査線ＧＬ、信号線ＳＬ、画素スイッチＳＷ、画素電極ＰＥ、及び走
査線駆動回路ＧＤは、アレイ基板ＡＲに設けられている。本実施形態に係る液晶表示パネ
ルＰＮＬは、ＩＰＳ（In-Plane Switching）モードの一種であるＦＦＳ（Fringe Field S
witching）モードに対応した構成を有している。このため、共通電極ＣＯＭもアレイ基板
ＡＲに設けられている。　
　なお、液晶表示パネルＰＮＬは、ＦＦＳモードと異なる表示モードに対応した構成を有
していてもよい。例えば、液晶表示パネルＰＮＬは、ＶＡ（Vertical Aligned）モード等
の主として基板主面に略垂直な縦電界を利用するモードに対応した構成を有していてもよ
い。縦電界を利用する表示モードでは、例えば共通電極ＣＯＭはアレイ基板ＡＲではなく
対向基板ＣＴに備えられる。
【００１７】
　走査線ＧＬ（ＧＬ１、ＧＬ２…）は、複数の画素ＰＸが配列する第１方向Ｘに延びてい
る。信号線ＳＬ（ＳＬ１、ＳＬ２…）は、複数の画素ＰＸが配列する第２方向Ｙに延びて
いる。画素スイッチＳＷは、走査線ＧＬと信号線ＳＬが交差する位置近傍に配置されてい
る。
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【００１８】
　画素スイッチＳＷは、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transistor）を備えてい
る。画素スイッチＳＷの第１電極は対応する走査線ＧＬと電気的に接続されている。画素
スイッチＳＷの第２電極は対応する信号線ＳＬと電気的に接続されている。画素スイッチ
ＳＷの第３電極は対応する画素電極ＰＥと電気的に接続されている。ここでは、上記第１
電極がゲート電極として機能し、上記第２電極及び第３電極の一方がソース電極として機
能し、上記第２電極及び第３電極の他方がドレイン電極として機能する。
【００１９】
　駆動ＩＣ　３は、信号線駆動回路ＳＤを備えている。アレイ基板ＡＲは、走査線駆動回
路ＧＤ（左側ＧＤ－Ｌ及び右側ＧＤ－Ｒ）を備えている。複数の走査線ＧＬは走査線駆動
回路ＧＤの出力端子と電気的に接続されている。複数の信号線ＳＬは信号線駆動回路ＳＤ
の出力端子と電気的に接続されている。走査線駆動回路ＧＤ、及び駆動ＩＣ　３（信号線
駆動回路ＳＤ）は、複数の画素ＰＸを駆動する駆動部ＤＲとして機能する。
【００２０】
　走査線駆動回路ＧＤと駆動ＩＣ　３とは、上記非表示領域ＮＤＡに配置されている。走
査線駆動回路ＧＤは、複数の走査線ＧＬにオン電圧を順次印加して、選択された走査線Ｇ
Ｌに電気的に接続された画素スイッチＳＷのゲート電極にオン電圧を供給する。ゲート電
極にオン電圧が供給された画素スイッチＳＷの、ソース電極－ドレイン電極間が導通する
。信号線駆動回路ＳＤは、複数の信号線ＳＬのそれぞれに対応する出力信号を供給する。
信号線ＳＬに供給された信号は、ソース電極－ドレイン電極間が導通した画素スイッチＳ
Ｗを介して対応する画素電極ＰＥに印加される。これにより、画素ＰＸの階調値は変化し
得る。
【００２１】
　駆動部ＤＲは、制御モジュールＣＭにより動作を制御される。また制御モジュールＣＭ
は、共通電極ＣＯＭにコモン電圧Ｖｃｏｍを与える。　
　制御モジュールＣＭの制御により、駆動部ＤＲは、互いに駆動周波数の異なる複数種類
の駆動モードのうち何れか１種類の駆動モードに切替えられ、画素電極ＰＥなどの画素Ｐ
Ｘを駆動する。
【００２２】
　すなわち、駆動部ＤＲは、標準の駆動周波数にて画素ＰＸを駆動したり、駆動電力低減
のために上記標準の駆動周波数より低い駆動周波数にて画素ＰＸを駆動したりする機能を
有している。なお、同一の画素電極ＰＥに対して画像信号（例えば、映像信号）を書き換
える時間間隔を「１フレーム期間」と呼び、その逆数を「駆動周波数」あるいは「フレー
ム周波数」と呼ぶが、本願においては間欠駆動に関しても、同様に呼ぶものとする。
【００２３】
　一例として、液晶表示装置ＤＳＰの標準の駆動周波数が６０Ｈｚ（すなわち（１／６０
）秒ごとに画素ＰＸへの画像信号の書き換えが行われる）であるとする。動画表示の場合
には標準の６０Ｈｚでの動作とするが、動画視認性がそれほど重視されない静止画像など
を表示する場合、６０Ｈｚより低い周波数での動作とすることができる。
【００２４】
　低周波駆動に切替えられる場合、駆動部ＤＲは、（１／６０）秒をかけて１フレーム分
の書き込み動作（画面の上から下までの走査）を行った後に、例えば、（１／６０）秒、
（２／６０）秒、（３／６０）秒、（４／６０）秒、（５／６０）秒、（９／６０）秒、
（１１／６０）秒、（１４／６０）秒、（１９／６０）秒、（２９／６０）秒、あるいは
（５９／６０）秒の休止期間を設ける。休止期間において駆動部ＤＲの書き込み動作を停
止すればその間の消費電力は周波数に依存しない消費電力を除いて実質０になり、書き込
み時も含めた時間平均としての回路消費電力はそれぞれ、（１／２）から（１／６０）に
低減される。　
　すなわち、本実施形態において、駆動部は、１Ｈｚ以上であり３０Ｈｚ以下である駆動
周波数で同一の画素電極ＰＥを駆動することができる。
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【００２５】
　但し、上記低周波駆動における駆動周波数としては、１Ｈｚから３０Ｈｚの範囲内に限
定されるものではなく、６０Ｈｚより低い駆動周波数であればよい。一例として、上記低
周波駆動における駆動周波数は、０．１Ｈｚであってもよい。駆動周波数が０．１Ｈｚで
ある場合、（１／６０）秒間の書込み期間と、９＋（５９／６０）秒間の休止期間と、が
交互に設けられる。
【００２６】
　図４は、図３に示した複数の画素ＰＸのうち１個の画素ＰＸを代表して示す等価回路図
である。　
　図４に示すように、ここでは、画素スイッチＳＷのうち、上記ゲート電極をゲート電極
ＧＥとし、上記第２電極をドレイン電極ＤＥとし、上記第３電極をソース電極ＳＥとして
いる。ドレイン電極ＤＥには、信号線ＳＬなどを介して画像信号Ｖｓｉｇが与えられる。
ゲート電極ＧＥには、走査線ＧＬなどを介して制御信号Ｖｇが与えられる。共通電極ＣＯ
Ｍには、コモン電圧Ｖｃｏｍが与えられる。画素電極ＰＥには画素容量Ｃｐｉｘが結合さ
れている。
【００２７】
　次に関係式を示すが、画素容量Ｃｐｉｘは、液晶容量Ｃｌｃと、補助容量Ｃｓと、第１
カップリング容量Ｃｇｓと、第２カップリング容量Ｃ（ｐｉｘ－ｓｌ／ｇｌ）との和であ
る。　
　Ｃｐｉｘ＝Ｃｌｃ＋Ｃｓ＋Ｃｇｓ＋Ｃ（ｐｉｘ－ｓｌ／ｇｌ）
　ここで、液晶容量Ｃｌｃは、液晶層ＬＱ内に回り込む電界に対応する容量であり、画素
電極ＰＥと共通電極ＣＯＭとの間に形成されている。画素容量Ｃｐｉｘは、画素電極に流
れる信号の電圧値に依存する値である。Ｃｐｉｘの算出にあたり、補助容量Ｃｓ、第１カ
ップリング容量Ｃｇｓ及び第２カップリング容量Ｃ（ｐｉｘ－ｓｌ／ｇｌ）画素電極に流
れる信号の電圧値に依らない値としてもよい。
【００２８】
　補助容量Ｃｓは、画素電極ＰＥと対向し電圧Ｖｓが与えられる電極と画素電極ＰＥとの
間に形成されている。上記電極としては、例えば共通電極ＣＯＭを利用することができ得
る。　
　第１カップリング容量Ｃｇｓは、画素スイッチＳＷのゲート電極ＧＥとソース電極ＳＥ
との間に形成されている。　
　第２カップリング容量Ｃ（ｐｉｘ－ｓｌ／ｇｌ）は、画素電極ＰＥと信号線ＳＬとの間
に形成される容量と、画素電極ＰＥと信号線ＳＬとの間に形成される容量と、の和である
。
【００２９】
　図５は、液晶表示装置ＤＳＰの構成を示すブロック図である。　
　図５に示すように、液晶表示装置ＤＳＰは、液晶表示パネルＰＮＬ、駆動部ＤＲ、及び
制御モジュールＣＭの他、温度センサＳＥＮをさらに備えている。駆動部ＤＲ及び制御モ
ジュールＣＭは、駆動処理装置を形成している。制御モジュールＣＭは、処理部ＰＲと、
第１記憶部Ｍ１と、第２記憶部Ｍ２と、を備えている。画像信号Ｖｓｉｇの階調値は、制
御モジュールＣＭの外部から処理部ＰＲと第１記憶部Ｍ１とに与えられる。画像信号Ｖｓ
ｉｇの周波数は、制御モジュールＣＭの外部から処理部ＰＲに与えられる。　
　温度センサＳＥＮは、温度情報を取得し、取得した温度情報を処理部ＰＲに与える。な
お、処理部ＰＲは、温度センサＳＥＮから温度情報を定期的に取得することができる。又
は、処理部ＰＲは、温度センサＳＥＮをモニタし、温度情報を常に取得することができる
。
【００３０】
　処理部ＰＲは、画像信号Ｖｓｉｇのデータ（階調値、周波数）、温度情報、第１記憶部
Ｍ１に記憶された情報、第２記憶部Ｍ２に記憶された情報などに基づいて処理する。これ
により、処理部ＰＲは、画像信号Ｖｓｉｇ及び補正画像信号を駆動部ＤＲに与える。　
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　例えば、処理部ＰＲは、第２階調値を有する第２画像信号を受取る直前に第１階調値を
有する第１画像信号を受取り、第２階調値が第１階調値から変化しない場合に第２画像信
号を駆動部ＤＲに与え、第２階調値が第１階調値から変化する場合に第２画像信号に補償
電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を加算した加算画像信号に基づいた補正画像信号を駆動部ＤＲに
与える。そして、第２画像信号と第１画像信号との階調差が１以上であれば、第２画像信
号の電圧値を補正することができる。
【００３１】
　但し、第２画像信号と第１画像信号との階調差が１以上であっても、処理部ＰＲは、第
２画像信号の電圧値を補正するかどうかを判断してもよい。すなわち、処理部ＰＲは、第
１画像信号と第２画像信号との階調差が特定値以上であるかどうかを判断する。処理部Ｐ
Ｒは、上記階調差が上記特定値以上である場合に補正画像信号を駆動部ＤＲに与え、上記
階調差が上記特定値未満である場合に第２画像信号を駆動部ＤＲに与えることができる。
　
　色毎に２５６階調で表現する場合、上記特定値を「５」に設定することができる。なお
、階調数や特定値は、例示的に示したものである。階調数や特定値は、上記の値に限定さ
れるものではなく、種々設定可能である。
【００３２】
　また、処理部ＰＲは、駆動部ＤＲの駆動モードに応じて第２画像信号の電圧値を補償す
るかどうか判断してもよい。例えば、駆動部ＤＲは、第１駆動周波数で画素電極ＰＥを駆
動する第１モードと、第１駆動周波数より低い第２駆動周波数で画素電極ＰＥを駆動する
第２モードと、に切替えて駆動するものと仮定する。　
　処理部ＰＲは、第２階調値が第１階調値から変化し駆動部ＤＲが第１モードに切替えら
れている場合に、第２画像信号に補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を加算する処理を行わずに
第２画像信号を駆動部ＤＲに与える。処理部ＰＲは、第２階調値が第１階調値から変化し
駆動部ＤＲが第２モードに切替えられている場合に、第２画像信号に補償電圧ΔＶｓｉｇ
（Ｌ２）を加算する処理を行い補正画像信号を駆動部ＤＲに与える。
【００３３】
　ここで、第２画像信号の電圧値をＶｓｉｇ（Ｌ２）、加算画像信号の電圧値をＶＡ２と
して、加算画像信号の電圧値ＶＡ２の関係式を示すと、
ＶＡ２＝Ｖｓｉｇ（Ｌ２）＋ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）
である。　
　さらに、補正画像信号の電圧値をＶＣ２として、加算画像信号の電圧値ＶＡ２と補正画
像信号の電圧値ＶＣ２との関係を示すと、
ＶＣ２＝ＶＡ２又は、
ＶＣ２≒ＶＡ２

である。この関係については後述する。
【００３４】
　補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）は、第１画像信号が画素電極ＰＥに書込まれる第１書込み
期間に画素電極ＰＥに結合される第１画素容量値Ｃｐｉｘ（Ｌ１）と、第２画像信号が上
記画素電極ＰＥに書込まれる第２書込み期間に上記画素電極ＰＥに結合される第２画素容
量値Ｃｐｉｘ（Ｌ２）と、第２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）と、に基づいている。
【００３５】
　ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）の関係式を示すと、
ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝｛（Ｃｐｉｘ（Ｌ２）－Ｃｐｉｘ（Ｌ１））／Ｃｐｉｘ（Ｌ１）｝
×Ｖｓｉｇ（Ｌ２）
である。
【００３６】
　この関係式から、補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）の値は、第２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ
（Ｌ２）に比例して変化することが分かる。さらに、補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）の値は
、第２画素容量値Ｃｐｉｘ（Ｌ２）から第１画素容量値Ｃｐｉｘ（Ｌ１）を引いた値に比
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例して変化することが分かる。
【００３７】
　さらに、第２書込み期間と第１書込み期間との画素容量差を、第２書込み期間と第１書
込み期間との液晶容量差とみなすことができる。第１画素容量値のうち、第１書込み期間
に画素電極ＰＥに結合される第１液晶容量値をＣｌｃ（Ｌ１）、第２画素容量値のうち、
第２書込み期間に画素電極ＰＥに結合される第２液晶容量値をＣｌｃ（Ｌ２）とする。　
　ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）の別の関係式を示すと、
ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝｛（Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１））／Ｃｌｃ（Ｌ１）｝×Ｖｓ
ｉｇ（Ｌ２）
でもある。
【００３８】
　またさらに、補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）は、補正項βを含んでいてもよい。補正項β
を考慮した場合の補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）の関係式を示すと、
ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝｛（Ｃｐｉｘ（Ｌ２）－Ｃｐｉｘ（Ｌ１））／Ｃｐｉｘ（Ｌ１）｝
×Ｖｓｉｇ（Ｌ２）＋β
である。　
　又は、
ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝｛（Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１））／Ｃｌｃ（Ｌ１）｝×Ｖｓ
ｉｇ（Ｌ２）＋β
である。
【００３９】
　そして、｛（Ｃｐｉｘ（Ｌ２）－Ｃｐｉｘ（Ｌ１））／Ｃｐｉｘ（Ｌ１）｝×Ｖｓｉｇ
（Ｌ２）又は、｛（Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１））／Ｃｌｃ（Ｌ１）｝×Ｖｓｉｇ（
Ｌ２）を「α」置き換えると、
ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝α＋β
である。基本的に、
α＞β
である。
【００４０】
　第２画像信号に関する補正項βは、
　（i）第２画像信号の直前に入力される第１画像信号の第１階調値、
　（ii）第１画像信号を書込む際の駆動周波数、
　（iii）温度
の少なくとも１つに依存している。　
　例えば、処理部ＰＲは、補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）に、第１画像信号を書込む際の駆
動周波数の関数となる補正項βを含めることができる。補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）は、
第１画像信号を書込む際の駆動周波数に応じた電圧値を有している。又は、処理部ＰＲは
、第１画像信号を書込む際の駆動周波数と第１画像信号の第１階調値とから補正項βを導
出することができる。又は、処理部ＰＲは、温度センサＳＥＮで検出した温度情報を取得
し、第１画像信号を書込む際の駆動周波数と、第１画像信号の第１階調値と、上記温度情
報とから、補正項βを導出することができる。
【００４１】
　駆動部ＤＲは、画像信号Ｖｓｉｇと、電圧値ＶＣＮを有する補正画像信号（例えば、電
圧値ＶＣ２の補正画像信号）とを、液晶表示パネルＰＮＬに与える。これにより、画像信
号Ｖｓｉｇなどは、信号線ＳＬや、導通状態に切替えられた画素スイッチＳＷなどを介し
て対応する画素電極ＰＥに所定の周波数で書込まれる。
【００４２】
　ここで、第１記憶部Ｍ１及び第２記憶部Ｍ２の説明の前に、加算画像信号の電圧値ＶＡ

２の概要を説明する。そして、ここでは、以下の図６及び図７の説明においては補正項β
を考慮せずに説明し、以下の図８及び図９の説明においては補正項βを考慮して説明する
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。
【００４３】
　図６は、第２駆動周波数で画素電極ＰＥを駆動する第２モードにて書込み期間と休止期
間とが交互に繰り返される場合に、各書込み期間に、同一の画素電極ＰＥに書込む信号の
電圧値の絶対値を示すグラフである。図６では、第２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）
の絶対値が第１画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ１）の絶対値より大きくなる場合について
示している。さらに、ここでは、（１）１Ｈｚの駆動周波数で同一の画素電極ＰＥが駆動
され、（２）画素電極ＰＥに６０Ｈｚのフレームレートで信号が書込まれ、（３）書込み
期間が１フレーム期間であり、（４）休止期間（保持期間）が５９フレーム期間である、
ものと仮定する。
【００４４】
　図６に示すように、第１書込み期間Ｐｗ１に、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ１）を有する第１画
像信号が画素電極ＰＥに書込まれる。第１書込み期間Ｐｗ１の後であって第１書込み期間
Ｐｗ１より長い第１休止期間Ｐｂ１に、画素電極ＰＥの駆動は休止される。　
　第１休止期間Ｐｂ１の後の第２書込み期間Ｐｗ２に補正画像信号が画素電極ＰＥに書込
まれる。ここでは、ＶＣ２＝ＶＡ２である。補正画像信号の電圧値ＶＣ２の絶対値が、第
２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値より大きくなるように補償電圧ΔＶｓｉｇ
（Ｌ２）の値が設定される。これにより、第２書込み期間Ｐｗ２における画素電極ＰＥの
電位を、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）に設定することができる。　
　なお、第２書込み期間Ｐｗ２に、単に、第２画像信号を画素電極ＰＥに書込んだ場合、
画素電極ＰＥの電位の絶対値は、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値より小さくなり、不所
望な階調値の画像を表示することになる。　
　第２書込み期間Ｐｗ２の後であって第２書込み期間Ｐｗ２より長い第２休止期間Ｐｂ２
に、画素電極ＰＥの駆動は休止される。
【００４５】
　第２休止期間Ｐｂ２の後の第３書込み期間Ｐｗ３に第３画像信号が画素電極ＰＥに書込
まれる。第３画像信号の階調値が、第２画像信号の第２階調値と同一のためである。第３
画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）の絶対値は、第２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）
の絶対値と同一となる。第３書込み期間Ｐｗ３においては、単に、第３画像信号を画素電
極ＰＥに書込むことにより、画素電極ＰＥの電位を、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）に設定する
ことができる。　
　第３書込み期間Ｐｗ３の後であって第３書込み期間Ｐｗ３より長い第３休止期間Ｐｂ３
に、画素電極ＰＥの駆動は休止される。　
　なお、図６の説明にだけではなく後述する図７から図９までの説明にも適用されるが、
第１画像信号の有する駆動周波数と、第２画像信号の有する駆動周波数と、第３画像信号
の有する駆動周波数とが、全て同一の周波数（１Ｈｚ）に限定されるものではなく、これ
らの駆動周波数は互いに異なっていてもよい。
【００４６】
　図７は、第２駆動周波数で画素電極ＰＥを駆動する第２モードにて書込み期間と休止期
間とが交互に繰り返される場合に、各書込み期間に、同一の画素電極ＰＥに書込む信号の
電圧値の絶対値を示すグラフである。図７では、第２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）
の絶対値が第１画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ１）の絶対値より小さくなる場合について
示している。さらに、図７でも、図６と同様に、上記（１）から（４）までに記載の事項
を満たすものと仮定する。
【００４７】
　図７に示すように、第２書込み期間Ｐｗ２に補正画像信号が画素電極ＰＥに書込まれる
。ここでも、ＶＣ２＝ＶＡ２である。補正画像信号の電圧値ＶＣ２の絶対値が、第２画像
信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値より小さくなるように補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２

）の値が設定される。これにより、第２書込み期間Ｐｗ２における画素電極ＰＥの電位を
、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）に設定することができる。　
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　なお、第２書込み期間Ｐｗ２に、単に、第２画像信号を画素電極ＰＥに書込んだ場合、
画素電極ＰＥの電位の絶対値は、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値より大きくなり、不所
望な階調値の画像を表示することになる。　
　そして、図７においても、第３画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）の絶対値は、第２画
像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値と同一となる。このため、第３書込み期間Ｐｗ
３においては、単に、第３画像信号を画素電極ＰＥに書込むことにより、画素電極ＰＥの
電位を、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）に設定することができる。
【００４８】
　図８は、第２駆動周波数で画素電極ＰＥを駆動する第２モードにて書込み期間と休止期
間とが交互に繰り返される場合に、各書込み期間に、同一の画素電極ＰＥに書込む信号の
電圧値の絶対値を示すグラフである。図８では、第２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）
の絶対値が第１画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ１）の絶対値より大きくなる場合について
示している。さらに、図８でも、図６などと同様に、上記（１）から（４）までに記載の
事項を満たすものと仮定する。
【００４９】
　図８に示すように、第２書込み期間Ｐｗ２に補正画像信号が画素電極ＰＥに書込まれる
。ここでは、ＶＣ２＝ＶＡ２である。補正画像信号の電圧値ＶＣ２の絶対値が、第２画像
信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値より大きくなるように「α」の値が設定される。
また、第２画像信号の階調値が第１画像信号の階調値より大きいため、補正項βは、補正
画像信号の電圧値ＶＣ２の絶対値を増大させる。これにより、第２書込み期間Ｐｗ２にお
ける画素電極ＰＥの電位を、高い精度で、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）に設定することができ
る。　
　例えば、第１画像信号を書込む際の駆動周波数が低くなるほど、補正項βは、補正画像
信号の電圧値ＶＣ２の絶対値を増大させる。
【００５０】
　そして、図８においても、第３画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）の絶対値は、第２画
像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値と同一となる。このため、第３書込み期間Ｐｗ
３においては、単に、第３画像信号を画素電極ＰＥに書込むことにより、画素電極ＰＥの
電位を、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）に設定することができる。
【００５１】
　図９は、第２駆動周波数で画素電極ＰＥを駆動する第２モードにて書込み期間と休止期
間とが交互に繰り返される場合に、各書込み期間に、同一の画素電極ＰＥに書込む信号の
電圧値の絶対値を示すグラフである。図９では、第２画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）
の絶対値が第１画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ１）の絶対値より小さくなる場合について
示している。さらに、図９でも、図６などと同様に、上記（１）から（４）までに記載の
事項を満たすものと仮定する。
【００５２】
　図９に示すように、第２書込み期間Ｐｗ２に補正画像信号が画素電極ＰＥに書込まれる
。ここでは、ＶＣ２＝ＶＡ２である。補正画像信号の電圧値ＶＣ２の絶対値が、第２画像
信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値より小さくなるように「α」の値が設定される。
また、第２画像信号の階調値が第１画像信号の階調値より小さいため、補正項βは、補正
画像信号の電圧値ＶＣ２の絶対値を減少させる。これにより、第２書込み期間Ｐｗ２にお
ける画素電極ＰＥの電位を、高い精度で、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）に設定することができ
る。　
　例えば、第１画像信号を書込む際の駆動周波数が低くなるほど、補正項βは、補正画像
信号の電圧値ＶＣ２の絶対値を減少させる。
【００５３】
　そして、図９においても、第３画像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）の絶対値は、第２画
像信号の電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）の絶対値と同一となる。このため、第３書込み期間Ｐｗ
３においては、単に、第３画像信号を画素電極ＰＥに書込むことにより、画素電極ＰＥの
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電位を、電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ３）に設定することができる。
【００５４】
　次に、第１記憶部Ｍ１及び第２記憶部Ｍ２について説明する。　
　図５に示すように、第１記憶部Ｍ１は、処理部ＰＲに入力される画像信号Ｖｓｉｇの階
調値を記憶する。例えば、処理部ＰＲ及び第１記憶部Ｍに第１画像信号が入力された後、
続けて第２画像信号が入力された場合、処理部ＰＲは、第２画像信号の第２階調値を、第
１記憶部Ｍ１に記憶された第１階調値と比較し、第２画像信号の第２階調値が第１画像信
号の第１階調値から変化しているかどうかを判断することができる。　
　なお、処理部ＰＲは、入力される画像信号Ｖｓｉｇの階調値の変化を必ず判断しなくと
もよい。例えば、処理部ＰＲは、第２画像信号の直前に入力された第１画像信号の周波数
に基づいて、上記階調値の変化を判断するかどうかを決定することができる。
【００５５】
　第２記憶部Ｍ２は、複数のテーブルを備えている。本実施形態において、第２記憶部Ｍ
２は、第１テーブルＴ１、第２テーブルＴ２、第３テーブルＴ３、第４テーブルＴ４、第
５テーブルＴ５、及び第６テーブルＴ６を備えている。例えば、上記６個のテーブルは、
それぞれルックアップテーブルである。なお、上記第２記憶部Ｍ２は、上記６個のテーブ
ルを全て備えていなくともよい。また、上記第２記憶部Ｍ２は、上記６個のテーブル以外
のテーブルを備えていてもよい。次に、上記６個のテーブルと、各テーブルを利用するこ
とによる処理部ＰＲの処理と、について説明する。
【００５６】
　（第１テーブルＴ１）
　まず、第１テーブルＴ１は、画像信号の複数の階調値と複数の電圧値とが一対一で対応
した情報を含んでいる。このため、処理部ＰＲは、加算画像信号を生成した後、加算画像
信号の電圧値ＶＡ２に最も近い電圧値を有する適合画像信号を第１テーブルＴ１から検索
し、適合画像信号の電圧値と同一の電圧値ＶＣ２を有する補正画像信号を駆動部ＤＲに与
える。又は、処理部ＰＲは、第１テーブルＴ１に含まれた電圧値のうち、加算画像信号の
電圧値ＶＡ２に絶対値が最も近い値を、補正画像信号の電圧値ＶＣ２とする。　
　上記の場合、
ＶＣ２≒ＶＡ２

である。
【００５７】
　例えば、制御モジュールＣＭに、色毎に８ｂｉｔの画像信号が与えられ、色毎に２５６
段階の階調で表示する場合、第１テーブルＴ１には予め２５６個の情報が格納され、第１
テーブルＴ１の２５６個の情報の中から補正画像信号を導出することができる。そして、
駆動部ＤＲは、画素電極ＰＥに補正画像信号を書込む際であっても、画素電極ＰＥに画像
信号Ｖｓｉｇを書込む際と同様に、画素電極ＰＥに書込む電圧レベルを２５６段階の中か
ら選択する。　
　上記のことから、例えば、第１テーブルＴ１を用いることにより、既存の駆動部ＤＲを
液晶表示装置ＤＳＰに適用することができる。　
　なお、制御モジュールＣＭに入力される画像信号は、８ｂｉｔの画像信号に限定される
ものではなく、８ｂｉｔ未満の画像信号や、８ｂｉｔを超える画像信号であってもよい。
６ｂｉｔの画像信号について例示すると、制御モジュールＣＭには色毎に６ｂｉｔの画像
信号が与えられ、この場合、第１テーブルＴ１には、予め、６ｂｉｔの画像信号に対応し
た６４個の情報が格納されていればよい。
【００５８】
　但し、第２記憶部Ｍ２は、第１テーブルＴ１を有していなくともよい。　
　この場合、補正画像信号の電圧値ＶＣ２は加算画像信号の電圧値ＶＡ２と同一である（
ＶＣ２＝ＶＡ２）。　
　処理部ＰＲは、２５６個の情報より多量の情報の中から補正画像信号を導出することが
できる。そして、駆動部ＤＲは、画素電極ＰＥに補正画像信号を書込む際に、画素電極Ｐ
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Ｅに書込む電圧レベルを２５６段階より多数の段階の中から選択することができる。　
　上記のことから、例えば、第１テーブルＴ１を用いないことにより、補正画像信号の書
込みを緻密に行うことができ、表示品位の向上を図ることができる。
【００５９】
　上述したように、処理部ＰＲは、加算画像信号を生成した後、加算画像信号の電圧値Ｖ
Ａ２に最も近い電圧値を有する適合画像信号を第１テーブルＴ１から検索する。その際に
、処理部ＰＲは、適合画像信号を第１テーブルＴ１から２つ検索する場合がある。また、
ここでは、駆動部ＤＲは、正極性の信号と負極性の信号とを画素電極ＰＥに交互に与え、
極性反転駆動を行うものとする。第２画像信号の極性は、第１画像信号の極性と逆となる
。この場合、上記駆動周波数（フレーム周波数）を、極性反転周波数（フレーム反転周波
数）と呼ぶことができる。
【００６０】
　すると、上記のように、処理部ＰＲが適合画像信号を第１テーブルＴ１から２つ検索し
た場合、処理部ＰＲは次のように処理する。処理部ＰＲは、上記２つの適合画像信号のう
ち、電圧値の絶対値が小さい方の適合画像信号の電圧値と同一の電圧値ＶＣ２を有する補
正画像信号を駆動部ＤＲに与える。　
　上記のように、処理部ＰＲは、上記２つの適合画像信号のうち電圧値の絶対値が小さい
方の適合画像信号を選択した方が望ましい。但し、処理部ＰＲは、上記２つの適合画像信
号のうち電圧値の絶対値が大きい方の適合画像信号を選択するものであってもよい。　
　又は、処理部ＰＲは、加算画像信号の電圧値ＶＡ２のうち、第１テーブルＴ１に含まれ
た電圧値のうち、電圧値の絶対値が小さい値であり、かつ電圧値ＶＡ２に最も近い値を、
補正画像信号の電圧値ＶＣ２としてもよい。
【００６１】
　また、処理部ＰＲは、上記のように加算画像信号の電圧値ＶＡ２に最も近い電圧値を有
する適合画像信号を第１テーブルＴ１から検索するが、適合画像信号の電圧値が第１テー
ブルＴ１の含む複数の電圧値のうち、最大又は最小となる場合がある。　
　処理部ＰＲは、加算画像信号の電圧値ＶＡ２が最大の電圧値を有する適合画像信号の電
圧値を上回る場合、上記最大の電圧値と同一の電圧値ＶＣ２を有する補正画像信号を駆動
部ＤＲに与える。　
　一方、処理部ＰＲは、加算画像信号の電圧値ＶＡ２が最小の電圧値を有する適合画像信
号の電圧値を下回る場合、上記最小の電圧値と同一の電圧値ＶＣ２を有する補正画像信号
を駆動部ＤＲに与える。
【００６２】
　例えば、第２画像信号の階調値に対応する電圧値Ｖｓｉｇ（Ｌ２）が－５Ｖから５Ｖで
あるものと仮定する。　
　加算画像信号の電圧値ＶＡ２が６Ｖである場合、処理部ＰＲは、５Ｖの電圧値ＶＣ２を
有する補正画像信号を導出する。　
　一方、加算画像信号の電圧値ＶＡ２が－６Ｖである場合、処理部ＰＲは、－５Ｖの電圧
値ＶＣ２を有する補正画像信号を導出する。
【００６３】
　（第２テーブルＴ２）
　次に、第２テーブルＴ２は、画像信号の複数の電圧値に一対一で対応した複数の画素容
量値Ｃｐｉｘ（ＬＮ）の情報を含んでいる。このため、第２テーブルＴ２は、上記第１画
素容量値Ｃｐｉｘ（Ｌ１）及び第２画素容量値Ｃｐｉｘ（Ｌ２）の情報も含んでいる。こ
の場合、処理部ＰＲは、上述した補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）の関係式と第１テーブルＴ
１と第２テーブルＴ２とを用いて補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を算出することができる。
処理部ＰＲは、第１テーブルＴ１だけではなく第２テーブルＴ２も用いることにより、補
償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を算出する際の演算量を低減することができる。
【００６４】
　（第３テーブルＴ３）
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　第３テーブルＴ３は、画像信号Ｖｓｉｇの複数の電圧値Ｖｓｉｇ（ＬＮ）に一対一で対
応した複数の液晶容量値Ｃｌｃ（ＬＮ）の情報を含んでいる。このため、第３テーブルＴ
３は、上記第１液晶容量値Ｃｌｃ（Ｌ１）及び第２液晶容量値Ｃｌｃ（Ｌ２）の情報も含
んでいる。この場合、処理部ＰＲは、第１テーブルＴ１と第３テーブルＴ３とを用いて補
償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を算出することができる。処理部ＰＲは、第１テーブルＴ１だ
けではなく第３テーブルＴ３も用いることにより、補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を算出す
る際の演算量を低減することができる。
【００６５】
　（第４テーブルＴ４）
　第４テーブルＴ４は、第１画像信号の第１階調値と第２画像信号の第２階調値との組合
せに対応した｜Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１）｜の情報を含んでいる。この場合、処理
部ＰＲは、第４テーブルＴ４を用いて（Ｃｌｃ（Ｌ２）－Ｃｌｃ（Ｌ１））を導出し、補
償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を算出することができる。第４テーブルＴ４が（Ｃｌｃ（Ｌ２

）－Ｃｌｃ（Ｌ１））の情報を含んでいる場合と比較して、第４テーブルＴ４に格納する
情報量を半分にすることができる。
【００６６】
　（第５テーブルＴ５）
　第５テーブルＴ５は、第１画像信号の有する駆動周波数と第１画像信号の第１階調値と
の組合せに対応した上記補正項βの情報を含んでいる。この場合、処理部ＰＲは、第５テ
ーブルＴ５を用いて補正項βを導出することができる。処理部ＰＲは、第５テーブルＴ５
を用いることにより、補正項βを算出する際の演算量を低減することができる。
【００６７】
　（第６テーブルＴ６）
　第６テーブルＴ６は、第１画像信号の有する駆動周波数と第１画像信号の第１階調値と
温度情報との組合せに対応した補正項βの情報を含んでいる。この場合、処理部ＰＲは、
第６テーブルＴ６を用いて補正項βを導出することができる。処理部ＰＲは、第６テーブ
ルＴ６を用いることにより、補正項βを算出する際の演算量を低減することができる。
【００６８】
　次に、上記液晶表示装置ＤＳＰの駆動方法に関するいくつかの実施例を例示的に説明す
る。　
　図１０は、液晶表示装置ＤＳＰの駆動方法を説明するフローチャートであり、処理部Ｐ
Ｒにおける処理の実施例１を示す図である。　
　図１０に示すように、まず、ステップＳ１ａにおいて、処理部ＰＲにおける処理が開始
されると、ステップＳ２ａにおいて、処理部ＰＲには第２画像信号が入力される。次いで
、ステップＳ３ａにおいて、処理部ＰＲは、第１記憶部Ｍ１から第１画像信号の第１階調
値を呼出す。
【００６９】
　その後、ステップＳ４ａにおいて、処理部ＰＲは、第２画像信号と第１画像信号との階
調差が有るのかどうか判断する。階調差が無いと判断された場合、ステップＳ６ａにおい
て、第２画像信号を駆動部ＤＲに出力し、処理部ＰＲにおける処理が終了する（ステップ
Ｓ９ａ）。　
　階調差が有ると判断された場合、ステップＳ５ａに移行し、ステップＳ６ａにおいて、
処理部ＰＲは、階調差が特定値以上であるかどうかを判断する。階調差が特定値未満であ
る場合は、ステップＳ６ａに移行する。
【００７０】
　階調差が特定値以上である場合は、ステップＳ７ａに移行し、ステップＳ７ａにおいて
、処理部ＰＲは、上述した関係式ＶＡ２＝Ｖｓｉｇ（Ｌ２）＋ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）に基づ
いて、電圧値ＶＡ２を有する加算画像信号を導出する。ここでは、加算画像信号の電圧値
ＶＡ２と補正画像信号の電圧値ＶＣ２との関係はＶＣ２＝ＶＡ２である。このため、加算
画像信号の電圧値ＶＡ２と同一の電圧値ＶＣ２を有する補正画像信号を導出し、ステップ
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Ｓ８ａにおいて、処理部ＰＲは、補正画像信を駆動部ＤＲに出力し、処理部ＰＲにおける
処理が終了する（ステップＳ９ａ）。
【００７１】
　図１１は、液晶表示装置ＤＳＰの駆動方法を説明するフローチャートであり、処理部Ｐ
Ｒにおける処理の実施例２を示す図である。　
　図１１に示すように、まず、ステップＳ１ｂにおいて、処理部ＰＲにおける処理が開始
されると、ステップＳ２ｂにおいて、処理部ＰＲには第２画像信号が入力される。次いで
、ステップＳ３ｂにおいて、処理部ＰＲは、第１記憶部Ｍ１から第１画像信号の第１階調
値を呼出す。
【００７２】
　その後、ステップＳ４ｂにおいて、処理部ＰＲは、第２画像信号と第１画像信号との階
調差が有るのかどうか判断する。階調差が無いと判断された場合、ステップＳ５ｂにおい
て、第２画像信号を駆動部ＤＲに出力し、処理部ＰＲにおける処理が終了する（ステップ
Ｓ９ｂ）。　
　階調差が有ると判断された場合、ステップＳ６ｂに移行し、ステップＳ６ｂにおいて、
処理部ＰＲは、上述した関係式ＶＡ２＝Ｖｓｉｇ（Ｌ２）＋ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）に基づい
て、電圧値ＶＡ２を有する加算画像信号を導出する。
【００７３】
　その後、ステップＳ７ｂに移行し、ステップＳ７ｂにおいて、処理部ＰＲは、加算画像
信号の電圧値ＶＡ２に最も近い電圧値を有する適合画像信号を第１テーブルＴ１から検索
する。次いで、ステップＳ８ｂにおいて、処理部ＰＲは、適合画像信号の電圧値と同一の
電圧値ＶＣ２を有する補正画像信号を駆動部ＤＲに出力し、処理部ＰＲにおける処理が終
了する（ステップＳ９ｂ）。
【００７４】
　上記のように構成された一実施形態に係る液晶表示装置ＤＳＰ、液晶表示装置ＤＳＰの
駆動方法及び駆動処理装置によれば、液晶表示装置ＤＳＰは、液晶表示パネルＰＮＬと、
駆動部ＤＲと、処理部ＰＲと、を備えている。　
　処理部ＰＲは、第２画像信号の第２階調値が第１画像信号の第１階調値から変化してい
る場合に、第２画像信号に補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を加算した加算画像信号に基づい
た補正画像信号を駆動部ＤＲに与えることができる。ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝αである。処
理部ＰＲは、連続して入力される画像信号の階調差に応じて、画像信号の電圧補償を行う
ことができる。画素電極ＰＥの電位を所望の値に、かつ、すみやかに設定することができ
る。これにより、階調値の変化に伴う、残像を適切に解消することができる。
【００７５】
　駆動部ＤＲは、第１駆動周波数で画素電極ＰＥを駆動する第１モード、第１駆動周波数
より低い第２駆動周波数で画素電極ＰＥを駆動する第２モードなどの複数の駆動モードの
中から何れか１つの駆動モードに切替えられる。駆動部ＤＲが駆動周波数の低い駆動モー
ドに切替えられることにより、画素電極ＰＥへの書き込み回数（画素スイッチＳＷをオフ
からオンに切替える回数）を減少することができ、消費電力を低減する効果を得ることが
できる。　
　一方、上記の１Ｈｚ駆動のような低周波駆動に切替え、かつ、画素電極ＰＥに６０Ｈｚ
のフレームレートで信号を書込む場合の画素電極ＰＥの電圧保持期間は、６０Ｈｚ駆動に
切替えた場合の画素電極ＰＥの電圧保持期間と比較して長くなる。このため、電圧保持期
間が長くなることにより液晶層ＬＱに印加される電圧の値が低下し、フリッカが発生し易
くなる。
【００７６】
　そこで、上記実施形態において、処理部ＰＲは、第２画像信号の第２階調値が第１画像
信号の第１階調値から変化している場合に、第１画像信号の有する駆動周波数を考慮し、
補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を導出することができる。ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）＝α＋βであ
る。上記のように、フリッカを考慮した補償電圧ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）を第２画像信号に加
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ほど顕著である。
【００７７】
　上記のことから、低消費電力化を図ることのできる液晶表示装置ＤＳＰ、液晶表示装置
の駆動方法及び駆動処理装置を得ることができる。又は、表示品位に優れた液晶表示装置
ＤＳＰ、液晶表示装置の駆動方法及び駆動処理装置を得ることができる。
【００７８】
　本発明の実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したものであり、
発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その他の様々な
形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き
換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含ま
れるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【００７９】
　例えば、上述した実施形態は、上述した液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法及び駆
動処理装置に限定されるものではなく、各種の液晶表示装置、液晶表示装置の駆動方法及
び駆動処理装置に適用可能である。
【符号の説明】
【００８０】
　ＤＳＰ…液晶表示装置、ＰＮＬ…液晶表示パネル、３…駆動ＩＣ、ＣＭ…制御モジュー
ル、ＡＲ…アレイ基板、ＣＴ…対向基板、ＰＸ…画素、ＬＱ…液晶層、ＧＬ…走査線、Ｓ
Ｌ…信号線、ＳＷ…画素スイッチ、ＰＥ…画素電極、ＣＯＭ…共通電極、ＧＤ…走査線駆
動回路、ＳＤ…信号線駆動回路、ＤＲ…駆動部、ＰＲ…処理部、Ｍ１…第１記憶部、Ｍ２
…第２記憶部、Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｔ４，Ｔ５，Ｔ６…テーブル、ＳＥＮ…温度センサ、
Ｐｗ…書込み期間、Ｐｂ…休止期間、Ｖｃｏｍ…コモン電圧、Ｖｓｉｇ（ＬＮ），ＶＡ２

，ＶＣ２…電圧値、ΔＶｓｉｇ（Ｌ２）…補償電圧、Ｃｐｉｘ（ＬＮ）…画素容量値、Ｃ
ｌｃ（ＬＮ）…液晶容量値、β…補正項。
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